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馬込水利組合 

解 散 記 念 碑 

昭和四十六年四月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昔
か
ら
神
門
の
耕
地
は
海
岸
に
接
近
し
て
水
源
に
乏
し
く
天
水 

を
待
つ
よ
り
外
に
道
な
し
殊
に
早
魃
の
際
は
苗
の
植
付
等
も
出 

来
ず
米
作
を
断
念
し
て
塩
田
に
使
用
さ
れ
て
い
た
明
治
二
十
七 

年
神
門
地
先
の
馬
込
九
○
二
番
地
に
水
車
が
新
設
さ
れ
こ
こ
に 

馬
込
耕
地
整
理
組
合
の
発
足
を
見
た
の
で
あ
る
長
い
間
水
に
恵 

ま
れ
な
か
っ
た
耕
地
も
次
第
に
開
拓
さ
れ
荒
蕪
地
も
開
発
整
備 

さ
れ
水
路
の
新
設
暗
渠
排
水
に
塩
田
の
伝
用
が
行
わ
れ
立
派
な 

水
田
の
完
成
を
見
る
に
至
る
其
後
明
治
三
十
五
年
四
月
老
朽
に 

よ
り
水
車
は
再
調
当
時
耕
地
面
積
二
十
町
四
畝
二
十
四
歩
水
車 

の
位
置
水
面
よ
り
一
丈
五
尺
全
經
一
丈
八
尺
全
幅
八
尺
回
転
数 

一
分
間
五
回
設
置
総
額
壱
千
七
十
円
也
以
来
水
車
の
発
明
後
七 

十
年
其
間
明
治
大
正
と
其
実
蹟
を
発
揮
し
て
来
た
が
大
正
十
二 

年
の
大
震
災
に
大
被
害
を
蒙
っ
た
其
後
水
車
は
廃
止
さ
れ
石
油 

発
動
機
と
な
り
更
に
数
年
後
に
は
電
力
に
切
替
ら
れ
今
日
に
至 

る
然
し
大
東
亜
戦
後
は
国
策
の
見
地
か
ら
東
京
湾
東
部
沿
岸
は 

工
業
地
帯
の
造
成
に
よ
り
北
は
浦
安
海
岸
よ
り
南
富
津
岬
ま
で 

が
埋
立
と
決
定
さ
れ
人
見
浦
は
昭
和
三
十
六
年
に
八
幡
製
鉄
の 

要
望
に
よ
り
埋
立
と
決
定
し
た
当
時
千
葉
県
知
事
柴
田
等
君
津 

町
長
岸
周
治
君
津
漁
業
協
同
組
合
長
白
井
千
代
吉
の
諸
氏
で
あ 

る
昭
和
四
十
六
年
に
は
海
面
埋
立
二
百
余
万
坪
に
及
ぶ
新
日
本 

製
鉄
株
式
会
社
の
誕
生
と
共
に
大
工
場
の
実
現
と
成
っ
た
馬
込 

耕
地
は
完
全
に
工
場
及
社
宅
の
敷
地
と
な
り
仍
て
馬
込
耕
地
整 

理
組
合
は
解
散
に
及
ぶ
こ
こ
に
其
間
功
績
の
あ
り
し
歴
代
組
合 

長
を
列
記
し
て
後
世
に
伝
へ
る
も
の
と
す
る 
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